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は し が き

麻薬覚醒剤をはじめ睡眠剤などの薬剤噂癖

は日常まれな現象ではないが,ガソリン噂癖

はきわめて稀であると考えられる.世界各国

の文献をみたところでは,知 りえたのは十数
1)→1】)

例の報告のみである.(第 2表参照) 最近,

自動車の急増と共にガソリンを使用する機会

が急激に増加してお り,しかもいつでも誰で

も容易に入手出来るという事から,ガソリン

が精神医学的に問題 とされる機会が多 くなる

ことも予想される.

ガソリンの問題には,ガソリンを飲用して

生ずる急性中毒 と,ガソリン吸入噂癖 とがあ

るが,われわれは後者の 1例を経験 した.か

ゝる例は本邦にはまだみられないのでこゝに

報告する.

ところで,ガソリンは華氏 100度以下から

約 400度の間で蒸発するいろいろな炭化水素
8)ll)

の混合物よりなる.その組成は産出地によっ

て異な り,今のところあらゆるガソリンの組

成が完全に分析されてはいないという.その

中にはパラフィン系,オレフィン系,ナフテ

ン系,芳香系などがある.因みにアメリカでIn
生産された straightrungasoline は,主に

パラフィン系の性質があ り,65%以上のパラ

フィン炭化水素を含んでお り,またボルネオlい

原油は高度の芳香系ガソリンで,その中に40

香
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%近 くの芳香系炭化水素が含まれているとい

ラ.本邦に於いて最も使用されているガソリ

ンはナフテン系である.

症 例

14才,男児 (中学生).

1. 発病 と経過

父は46才.母は40才で健在.患者は 3人兄

弟中第 3子で,第 Ⅰ子 ･第Ⅱ子はそれぞれ勤

務上及び高校通学のため家にはおらず,別居

している.家庭には両親の他に祖父 (39年 5

月死亡)と祖母 (65才)がいる.なお患児が

7才迄は父の妹夫婦及びその子供が同居して

いた.父は勤務,母は田畑 の作業 で忙がし

く,息児は叔母一家が同居している間は主に

叔母夫婦によって育てられた.そして叔母一

家の別居後は主に祖父母に育てられたが,祖

母は継母で,叔母の姑でもある.このため祖

母は自分の孫にあたる叔母の子供を可愛がる

傾向にあった.第Ⅱ子が学校成績が最 も優秀

で,祖父は在命中にはその子を非常に可愛が

り,患児はなおざりにされ勝ちであった.ち

なみに,家族内環境は非常に封建的で,母は

祖母に対して絶対服従の態度で接していた.

7-8年前より,父が一女性 と親しくな り,

夜は家庭を空ける事が多 くなった.2- 3年

前より妾としてからはますます家には帰らな

くなった.昭和39年に父が選挙で落選し,吹
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いで祖父が死亡したが,その頃になって母が

妾に気付き,家庭不和が表面化した.母が毎

晩の様に不在の父をさがし歩 くので,患児は

夜 1人家に残されるとい う状態になった.

約 3年前 (昭和37年), いとこや兄弟 ･友

人等と,最初は面白半分にバイクや ドラム缶

などのふたをあけて,誰がこの匂いに一番長

く耐えられるかという競争からガソリン吸入

が始まった.約 1年前は,それ程頻発に且つ

長時間嘆いでいる事はなかったが,当時父兄

等の発見するところとな り,父兄等に注意さ

れたが,息児のみは父のきびしい叱責にもか

･わらず,却って次第にその回数を増し,辛

がてほとんど毎 日の様に匂いを喚 ぐ事に熱中

してきた.昭和40年春頃には,長時間嘆いで

いる間に意識の混濁が見られる様になった.

父はこれをやめさせようとして,患児に対 し

てしばしはきびしい処罰,体刑を加えたが,

処罰当時は一時的にガソリンを嘆 ぐ事を中止

していたが,す ぐまたガソリンを嘆 ぎはじめ

た.そして 40年 6月頃より嘆 ぐ時間が 6.-8

時間位 とな り,嘆いだ翌 日は学校-行かず,

学核-行 っても荘乎 とし,居眠 りをする状態

となった.ガソリンの匂いを2.-3時間喚 ぐ

と顔面蒼白とな り,唾液を流し,ほやっとし

て時に 1人で笑 った りしたという.この頃に

は家族特に父の処罰をさけるために家には帰

らず,親戚にとまり歩いた り,家の小屋に泊

った りし,父のいない事を確かめてから帰宅

していた.そこで父は児童相談所に依頼して

7月 12日から8月12日迄の 1ケ月間,保護更

生の目的で入所させたが,帰宅 1週間後再び

ガソリンの匂いを嘆ぎ始めたので,当科に昭

和40年 9月3日入院した.

2. 入院時症状 と治療経過

-諸に来院した父に対する反抗的態度が顕

著で,入院に対 してきわめて拒絶的で あ っ

た.まず,開放病棟に入室させたが,2日後

ガソリンを咲 ぐため無断外出,6時間後に帰

宅したため,直ちに保護室に部屋を変えた.

入院時より拒絶的反抗的で,医師及び看護

者に対して全 く意志の疎通性を欠き,終 日ベ

ットにもぐり,医師ならびに看護者の話しか

けや問いに対して首を横 に振 るか,無返答

で,無為状態で過した.医師の積極的な接近

にもかかわらず,この様な状態が 4-6週間

続いた.

入院 1カ月半頃に医師が冗談を云 うとくす

くす笑 いだす 様 になったのをきっかけにし

て,次第に応答が増え, ｢親父が好きな酒を

やめられないのに,俺だって好きなガソリン

を吸 うのがなぜ悪い｣･｢知っている人が家に

来ると俺を馬鹿だと云 って親が笑いものにし

て話す｣･｢俺には教科書もピンポンの道具 も

買って くれず,兄貴の古物ばか りなのに,演

父は酒のんで,給料 も持ってこない｣･｢補習

で遅 くなったといっても信用しないで,遊ん

で来たと叱る｣･｢馬鹿 くさいからぐれてやれ

と思った｣など,家庭内に於ける不満をはっ

きり話す様にな り,次第に医師 ･看護婦や他

患者 との接触がふえ,態度はおだやか ･自然

になって来た.約 2カ月後には, 1人で外出

してもガソリンを嘆 ぐ事がな く,病棟内でも

看護者の仕事に協力し,他患者 と遊び興 じ,

早 く退院して勉学にはげみいと希望をもらす

様になった.

われわれは両親に対する働きかけを行なっ

たが,両親は患児の異常な噂癖に対する洞察

を欠 くのみならず,いたずらに両親間で責任

をなす り合い,お互いのいがみ合いにのみ専

心していた.ために患者 も家庭には帰 りた く

ないと述べることがしばしばであった.とこ

ろで,退院予定前 日の夕方に無断で外出し,

ガソリンを嘆いでいる所を発見され,看護者

に連れもどされたが,この時はガソリンを吸

えば家に帰さないだろうからと考え,,故意

に嘆いだものであると述べた.退院を更に 1

カ月のほし,家族の受け入れと,患児 と両親

の葛藤処理を面接指導し,その上で40年12月

28日に退院させた.

3. 入院時検査所見

血液ワ氏反応 (-).赤血球数 (410万).
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白血球数 (6700).身体的検査で異常所見は

見られない.脳研式智能テス ト(63点).Ror-
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schachTest(昭和40年 9月 13日)は第 1表

のようである.すなわち反応数は非常に多い

が,BRSは低 く,質的には良 くない.平凡反

応は割に少なく,originalresponseが多い.

全体反応は少なく,細部分反応や間隙反応が

多い.したがって智能は悪 くないが,未成熟

で,感情生活が貧困で浅 く,や 消ゝ極的 ･内

攻的で,片意地反抗的な傾向を秘めている子

供 と判定される.

脳波検査では,異常な所見はないが,ガソ

リン吸入の実験では吸入1時間後に6-7C/Sec

の paroxysmalrunofslow activityが両側

同期性に出現している (図 Ⅰ,図Ⅱ,参照).

4. ガソリン吸入実験所見

われわれはガソリンを吸入する事によって

如何なる精神状態を呈するか を観察す るた
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め,次の如 く実験を試みた.即ち 2g入 りの

ガラスビンにガソリンを満し,患者の嘆 ぎや

すい状態で6時間にわたって観察した.

恩児は匂いを嘆 ぐ時はビンに鼻 と口とを密

着 させて 3.-5分 にわたってガソリンを嘆

ぎ,その後 3.-7分位休む.約30分吸入後,笑

いが見られ (大声で笑 うのでなく,くす くす

と2.-3分持続 したもの),又急に物をつかむ

動作が見られ,そのほか独語も見られた.こ

のう虫語は明確な内容のものでなく,何かを空

想している時の様な状態や,既惚 とした時の

状態で,しきりにぶつぶつ という.その時人

が近づ くと顔をそむける.約 1.-2時間後に

顔面蒼白とな り,流延が見られる様になる.

う虫語 と笑いが長 くな り,平常時 とは全 く異な

った語調の声 となって,あたかも酷酉丁時の様

表 2 ガ ソ リ

な刺激的な興奮状態で笑 う.それ以後は同じ

状態が続 く.

後で実験中の状態についてたずねて見 る

と,吸入後期では軽度の単純な意識の混濁が

あったと考えられ, ｢た 夢ゞの様だ｣,｢気持

がい ゝ｣,｢面白い様になる｣と語るだけで,

表現のまずさもあって詳細な体験を聞き出す

事ができなかった.だ 幻ゞ視,幻聴などが伴

なわなかった事は確かであった.

考 按

われわれが調べたガソリン噂癖に関する文

献をみると第 2表のようで,種々の共通点が

みられる.

性別では圧倒的に男児が多 く,女児は15才

の 1例にすぎない.ガソリンを吸入し始めた

ン 吸 嘆=噂 癖 の 文 献 例

,吸嘆 更 嘆 l知 能
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年令は,全部が未成年で,うち 1例 は 3才よ

りガソリンを吸入している.噂癖の期間は,

われわれの例では 3年間であるが,長い例で

は十数年に及んでいる.知能は全べて薯々正

常範囲内にあり,われわれの症例でも同様で

ある.われわれの患者の性格は強情で怒 りっ

ぽく,片意地で,意志が弱 く,軽はずみで,

神経質 ･わがま ゝ･非協調性など,非社会的

性格が顕著であったが,文献上の報告例 もわ

がままで,対人接触が少なく,神経質,協調

性がないなどあげられている.

こ でゝ一番問題になるのは,家庭環境であ

るが,ほとんど全例に愚 僧の両親が子供の模

範 とな るべ き人格 を持たない事があげられ

る.症例の半数以上では,父親が妻以外の女

性 との交渉を持ち,夫婦間の不和 ･離婚など

吸 嘆 動 機 治療への態度

農場で農機械をい
じっている間に.

トラクタ -で遊 ん
でいて,

予 後

治療を拒否.

どんな助けも ; 良 好

自動車事故
で死亡.

十リタ ロエチ レン

ガスを吸入し,そ
の代用品として用
いる様になった.

拒 絶 的

自動車の排気ガス
につられて. 非協力的.

看護者に過剰
な要求.
いか く的.

友人の吸入してい
た時の様子を見て.

草刈機で吸ってみ
て.

芝刈機を使用中. 岳良 好
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があるが,われわれの症例でもこの点で例外

ではない.ガソリン吸入以外の問題行動 も多

くの例で見られ,ガソリン吸入はこれ等患者

の性格行動異常の一部分に過ぎないと考えら

れよう.

一方,児童の性格 ･非行 と家庭に於ける緊

張 ･乳操 ･不調和など,その関係は密接であ
13)-17)

る.本例の噂癖 として表現 され た非行症候

(行動異常) ち,家庭の不和,両親の無視的

･拒否的態度,夫婦間の葛藤などが,患児の

感情の混乱を惹起し,患児に報復的 ･攻撃心

をかきたたせるに至 ったとい う精神病理的発

生が賛同されるであろう.

ガソリン吸入時の精神症状はある種の麻酔

莱,例えは笑気 ･クロロフォルム ･エーテル
8)

などを吸入した時と非常に似ている.ゐれわ

れの例では,息児より明確な幻覚は聞き出せ

なかったが,一種の恍惚状態 ･夢心地の気分

も観察できた.文献例では,そのほとんどで

幻視 ･幻聴が見られ,あたかも別世界に行 っ

た時の様な気分とな り,まとまった物語が思
2)1)10)

考の中に展開されるのも見られる.その他わ

れわれの例では,吸入時に感情昂揚がみられ

た.入院後,初めはほとんど無口 ･無為であ

ったものが,吸入実験時に刺激的な態度にな

ることも観察された.

治療に対して本例は,初め拒絶的態度であ

り,困難をきわめたが,文献上もこの様な記
4)

載が見られる.文献例 と同様にわれわれの症

例でも,治療にあた り注意深い忍耐 と寛容さ

が非常に重要であったが,特に治療初期の導

入が困難であった.治療の導入を容易にする

ためや,ガソリン吸入の動機及び患者の心理

的要素を把握するために,sodium amitalが
4)

非常に効 果的で あるとい う報告 も見られる

が,われわれの例では特に目ざましい発展が

みられなかった.

ま と め

14才の男児で, 3年前 よりガソリン吸嘆噂

癖におちい り,このため家には帰らず,長期
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図 II ガ ソ リン吸入 1時間後の脳波所見.6-7C/Sel.parOXySmalrunsof

slow activityが両側同期性にみられる.
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欠席をした非行児 1症例を報告した.原因と

して不和な家庭環境が考えられ,両親に対す

る息児の反抗的態度が,明らかであった.ガ

ソ1)ン吸入の実験では,一種の夢幻様状態,

単純な意識の混濁などが認められた.ちなみ

に,本症例報告は本邦で初めてのものと思わ

れる.

(本症例は第20回東北精神神経学会総会において

発表した.) l

御指導,御校閲をいた ゞいた和田教授に深甚の謝

意を表する.
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GASOLINISUCHT

- EiTlekasuistischeMitteillutg-

VO∩

TADAFISAGOTO,NOBORUOGASAWARA,
TOSIIIYUKIEONMAundTAKASIlIIlIRANO

Kli711kdel一NetLrOlogietL7ZdPsychiatric,Medizint'scheFakzLIELu,

U7N't･e7-SiLd'LHirosaki(DiT･ekLor:Prof.T.WADA)

EswurdetiberGasolin-Suchteines14jahrigenKnabenberichtet.VordreiJahren

trateineGasolin-Inhalationauf.Seiteinem JahrhaterfastjedenTagGasolininhaliert.

Wegeneinermehrs佃ndigenGasolin･Inhalationisterschliesslich nichtindieSchule

gegangen.Beiihm scheintseinfamiliaresMilieueineRollezuspielen.

SeineantipathischeEinstellungzuseinenElternwardeutlich.W畠hrendderexpe-

rimentellenGasolin-InhalationkonntenBewusstseinstrbbungund"dreamystate"beo-

bachtetwerden.




